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被　　服

　　　　　脂肪酸／非イオン界面活性剤z成分混合系の熱的t生質（第3報）

－ドデカン酸の融解挙動に及ぼす非イオン界面活性剤の酸化エチレンmaモル数の影響一

　　　賢明女子学院短大　○橋本尊子　　大阪市大生活科学　藤井富美子

　【目的】油性汚れの洗浄系の熱的解析を目的として，脂肪酸／非イオン界面活性剤２成分混合系の融

解挙動について研究を進めてきた。本報では，脂肪酸としてドデカン酸を，界面活性剤として酸化エ

チレン付加モル数の異なるアルキルポリオキシエチレンエーテルを用い，両者の２成分混合系をモデ

ルとして設定し，示差走査熱量計（DSC）を用いて相変化を調べ，ドデカン酸の融解挙動に及ぼす非イオ

ン界面活性剤の酸化エチレン付加モル数の影響を検討した。

　【方法】脂肪酸としてドデカン酸(試薬特級，半井デスク製, C,zと略

す)を，非イオン界面活性剤としてドデシルポリオキシエチレンエーテ

ル(日光ケミカルズ製，C,2(E0)。と略す,n＝4～8)をそのまま用いた。

C,2とC,2(E0)。を種々の割合で混合し，混合物約7 moをアルミパンに封

入した。低温型DSC(理学電器製)により，昇温速度re･min-'で加熱・

冷却を３回繰り返し，熱履歴を一定にした後に得られたDSC曲線から融

解温度および融解熱を求めた。

　【結果】C|2にC,2(E0)。を混合したときの温度／組成曲線をFig.に示す。

Cl 2の融解温度は, C,2(E0)。の混合により降下し，共融混合物を形成す

る。共融点および共融組成は，酸化エチレン付加モル数により系統的に

変化する。また，C,2とC,2(E0)｡間の相互作用パラメーターを求めた結

果, n＝4, 6, 8のとき，それぞれ16.6, 23.7レ24.3 kJ/Mであった。
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Fig. Phase diagrams of C12

　　/C12(E0)n mixtures.

2 Ra－10 　シクロデキストリンの包接作用に関する研究（第３報）

　　　　　　　　一脂肪酸の鎖長の影響一
共立女子短大　○樫野悦子　大阪市大生活科学　藤井富美子

　目的　シクロデキストリン（ＣＤと略記する）は、グルコピラノースの環状構造を有す

るオリゴ糖で、その環状内部に疎水性物質を包接するととができる。包接作用を左右する

因子は、ＣＤの空孔の形と大きさ、および結合定数である。前報では、各種油性物質に対

するＣＤの包接作用について検討し、脂肪酸はα、r－CDに、コレステロールはβ－Ｃ

Ｄに包接され、ＣＤによる油性物質の包接作用に選択性がみられた。そこで本研究は、Ｃ

Ｄの包接作用に及ぼす脂肪酸の鎖長の影響について検討した。

　方法　脂肪酸には、ラウリン酸（C,2）、ミリスチン酸（C14）、パルミチン酸（Ce）

ステアリン酸（Cis）およびオレイン酸（c,8.i）を用い、ＣＤには、α、β、γの３種

を用いた。脂肪酸と水溶性ＣＤとの相互作用を検討するための溶媒には、水・エタノール

系を用い、脂肪酸２～２０ｍＭを溶解したエタノール２０ｍＬにＣＤ水溶液5mLを加え、

生成される包接化合物を分離し、その中に包接された脂肪酸をエーテルで抽出し、TLC

－ＦＩＤ法により定量した。

　結果（1）脂肪酸は、αおよびr－CDに包接され、β－ＣＤには包接されない。（２）

α－CDへの脂肪酸の包接は、ラングミュア吸着等温線に類似した形を示し、一方、r －

ＣＤでは、低親和性の吸着等温線の形を示す。（3）a-CDによる脂肪酸の飽和包接量は、

C,2くCl4＜Cl6＜Cl8＜Cl8=lの順に鎖長が長くなるほど大きくなり、また結合定数も

鎖長と共に大きくなる。
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